青明舎　　フェイスシート

	登　録　者
	氏　名　　晴山　美智子　様　　　男・女　　　　　昭和41年8月22日生（40歳）

	
	〒　　住　所　八戸市是川1丁目15-1　　　　　　　　　　電話　0178-96-1467

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	昭和59年頃(17歳頃)
	罹 患 期 間
	約23　年　

	
	入院回数
	　8回
	延べ入院年数
	約4年

	医療機関
	　青南病院　（主治医　田名部Ｄｒ　　）
	外来受診日
	月曜日（週　　１　回）

	医療区分
	　国保（本人）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（１級）

	年　　金
	有・無　

	 入所年月日
	Ｈ　年　月　日
	身長
	
	体重
	９５Ｋｇ

	最終学歴
	八戸市千葉学園高等学校衛生看護科卒業
	免許・資格
	准看護師免許（Ｓ60.4.1取得）

	職　歴
	東京女子医科大付属第二病院(Ｓ60.4～Ｓ61.12)、よこまちストア(4年)、三春屋(2年半)

	保　護　者
	氏　　名　　晴山　千萬樹　　　様　　　　　　続柄　父　　（同居　・否）

	長期目標

・体調を自己管理しながら、訓練または仕事を継続して行う。

	入院・治療歴　　　　　　　　　　　　　　⑤Ｈ5.10～Ｈ6.3　入院　松平病院　　　　⑩Ｈ9.8～Ｈ9.12　　　　　入院　八戸赤十字病院

①Ｓ59.1～Ｓ59.2　外来　八戸赤十字病院　⑥Ｈ6.9～　　　　外来　市民病院　　　　⑪Ｈ11.7～Ｈ11.10　　　　入院　　　　〃

②Ｈ4.7　　　　　外来　　湊病院　　　　　⑦Ｈ6.10～Ｈ6.12　外来　労災病院
　　　⑫Ｈ11.11～Ｈ12.5　　　入院　青南病院

③Ｈ4.7～Ｈ4.8　　入院　つくしが丘病院　⑧Ｈ7.3～Ｈ7.8　　入院　八戸赤十字病院　⑬Ｈ17.3.28～Ｈ17.9.21　入院　　〃

④Ｈ4.9～Ｈ5.3　　外来　労災病院　　　　⑨Ｈ8.7～Ｈ9.7　　入院　　　〃　

	生活歴  高校2年生頃に不登校となり精神科に通院。卒業後は准看護師の免許を取得し、病院に勤務するが体調を崩した際に精神変調が出現し退職。その後仕事に就くが長続きはしなかった。Ｈ4頃より、幻聴、希死念慮、過食、過度の確認行為が出現し、計7回の入退院を繰り返す。Ｈ12.5に本院退院しデイケアに通所するが、生活リズムの乱れや体重増加により生活の立て直しを目的に青山荘入所(2回)。本人の強い希望により青山荘退所し、自宅での生活となるが再度、体重増加が見られたため、運動プログラムによる入院治療を実施。(Ｈ17.3.28～Ｈ17.9.21)　退院後はデイケアに通所し現在も利用中。

	家族構成



　　　　 ◎
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

父・母と同居。本人の生活(食事)、経済面についても父・母が支援している。父は本人のクローバーズピアの訓練継続に熱心で本人が「訓練を辞めたい」となっても根気強く説得を行ったり、また体調が悪いときには送迎をするなど協力的な面がみられる。

母は本人に協力的であるが、食事の摂り過ぎの時にも特に指摘をしないなど、本人に対し甘い面もみられる。またその反面、本人を目の前にして「何も出来ない」と批判的に話すこともある。また本人が母親と口論になることがあると本人がストレスに感じることもある。

弟とは殆ど交流がない。本人、弟から面倒は見ないと言われており「弟には頼れない」と話している。


青明舎施設処遇会議①

平成　19　年　5月　１１日　（　月　）

	氏　名
	晴山　美智子
	男・女
	生年月日
	　昭和41年　8月　22日（40歳）


	問題点
	介入方法

	①　仕事や人間関係に対する不安の訴え
	· 依然として訴えはあるものの、特に大きく問題となる事はなく、事業所訪問での情報収集、電話連絡や、相談がある時は来所している。

· 相談時には、何が問題なのかを抽出し、曖昧な表現をしないようにする。自己解決方法まで導く。

	③　体調の自己管理ができない（現在９５Ｋｇ）
	· 食事は一日４食（朝、昼、夜、就寝前）となっていたため、就寝前の食事を止めるように伝え、日中の食事をしっかり摂ること、または間食を勧める。

· 事業所やデイケア訪問時に体調を確認。疲労や腰痛の訴えは休養を取るように伝える。精神的なものであれば不安等を聞き対処法をアドバイスし、また外来受診の際に相談するよう勧める。

· 体重増加傾向の際は、生活訓練、入院の必要性がある事を伝える。


	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	月曜日　外来、デイケア

火・水・金曜日　社会適応訓練（クローバーズピア）

木・土・日曜日　休み

月曜日外来受診となっている。デイケアは体調不良で欠席することがあるが概ね出席できている。

Ｈ17.12よりクローバーズピアには実習を行っている(火～金8：30～12：30)。開始当初は実習場所が南郷区で通勤時間にバス・徒歩で1時間半かかっており周囲に通勤の大変さを訴えることが多かった。実習内容の掃除については声掛け等により行うことは出来ていたが、周囲に疲労感を訴えることが多かった。怠勤状況について当初は概ね安定していたが徐々に体調不良で欠勤も出てくる。

Ｈ18.2より社会適応訓練となる。(火・水・金　8：30～12：30)通勤や作業に対する疲労感の訴えも多く欠勤目立ってくる。また本人から「訓練を辞めたい」との相談あり。本人の疲労感の訴えが強く、訓練の継続の意思がないため訓練終了の方向であった。しかし、主治医からのアドバイスや父親からの説得を受け本人、訓練を継続することにする。休まずに訓練に来れるようにと訓練時間を8：30～11：30の3時間とする。現在までは父親の送迎もあり、殆ど欠勤なく訓練を行っている。

Ｈ18年秋頃より、欠勤が目立ち午後からの出勤に変更。理由は、午前からの出勤になるとバスの都合上朝６時からの出勤となる事や、雪道となり朝は道路が危険な状況の為、午後１時から３時までの訓練となる。


プラン計画者　氏名：　清水　博己

施設処遇検討会議　青明舎　　　　　　　　　　　　　　　　　実施日　平成19年5月14日（月）

弟





本人








